
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
０１ 地域とともに生きる学校づくり  

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
０２ STEAMS的思考を取り入れた学習環境づくり  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞

＞＞＞＞＞＞＞ 

  
１ 「かしこい子 やさしい子 がんばる子 げんきな子」の学校教育目標のもと、

児童一人ひとりの主体的・対話的な学習活動の展開 

２ 児童が生き生きとした学校生活を送れるよう「安全・安心」を意識した環境整備 

３ 小・中９年間を見通した防犯、安全教育を意識した学習指導 

■所在地：さいたま市南区沼影 2-8-36 ■電話：048-863-0777 

■FAX：048-836-1582 ■交通：埼京線、武蔵野線 武蔵浦和駅下車徒歩 10分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

沼影小学校 

本校が研修課題として取り組んでいたＳＴＥＡＭＳ教

育は、スポーツ教育という側面からアプローチし、体育

の学習の中でタブレット端末を活用して児童が主体的・

対話的な学習環境をつくることに役立ちました。 

 また、体育の学習場面以外においても、各々の考えを

吟味する、伝える、課題を設定して取組という学習スタ

イルを取り入れるような授業づくりを行っています。共

同学習アプリを活用してトライ＆エラーを積み重ねなが

ら、お互いの考えを共有する手段として、質の高い学習

環境づくりに取り組んでいます。 

 本校の学区には、埼京線、武蔵野線が乗り入れるＪＲ武

蔵浦和駅があります。武蔵浦和駅近郊には高層マンション

が並び、子育て世代の人口が増加し、ロッテ浦和工場を中

心に町工場が並ぶ都心と下町が融合した地域であります。 

 このような地域の中で、児童会を中心とした進んであい

さつのできる学校を目指して取り組んでいます。児童会が

中心となって行うあいさつ運動、内谷中学校の生徒と一緒

に行うあいさつ運動などから、沼影小の伝統を毎年引き継

いで取り組んでいます。 


